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1．趣旨と経緯 

⼦どもは遊ぶことで⼼⾝ともに成⻑を遂げ、⾮認知能⼒を育み社会性を⾝につけていきます。 

「⼦どもの権利条約」31 条では⼦どもの遊びの⼤切さが謳われていますが、⼀般の⼤⼈社会で

はその重要性はなかなか理解されず、⼭⼝市でも遊びの環境が整備されずにきています。 

「プレーパーク」には既成の遊具などはありませんが、⼦どもが⾃由に⾃発的に外遊びに挑戦

できる場です。 

私たちは⼭⼝県農業試験場跡地にプレーリーダーの常駐する「プレーパーク」が早期に設置さ

れることを要望します。 

私たちは 2021 年 5 ⽉に 7,462 筆の署名と共に⼭⼝市⻑に「プレーリーダーのいるプレーパー

クをつくってください」という要望書を⼿渡しました。副市⻑からはきちんと受け⽌めたとい

う⾔葉をいただきました。 

その後も私たちは毎⽉ 1 回、⼭⼝市⺠にプレーパークを楽しみ、理解してもらうための「いち

にちプレーパーク」を市内の公園などでを開催し、好評を得てきました。 

プレーパークは不登校、障害、ジェンダーや出⾝地など、全てをインクルーブして⾨⼾を開き、

学校や家庭以外の安⼼感を与える居場所にもなれます。 

いっぽう幼ない⼦どもを連れた若い親から⾼齢者まで、地域の⼈々の交流の場ともなります。 

※プレーパークとは、既成の遊具などは設置されていないが、泥遊び、⽊登り、たき⽕、⽔遊びなどなど、できる限り注意や
禁⽌事項をなくし、⼦どもが⾃分の責任で⾃由に遊べる遊び場。全国に約 450 ヶ所あって、公設公営、公設⺠営、⺠設⺠営
など運営のスタイルは様々。 
また、プレーパークには遊び環境の安全を管理しつつ、⼦どもを⾒守る常駐のおとな＝プレーリーダーの配置が必須とされ
ている。 
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２．現状について 

⼦どもたちはコロナ禍を経て、今まで以上に外で遊ぶ機会が減ってきています。 

遊べる時間、遊べる場所、遊べる友だちなどがどんどん減少して、屋内でゲームなどに熱中す

ることも増えています。市街公園ではボール遊びなども禁⽌され、⼦どもたちの遊ぶ姿も少な

くなってきています。 

外遊びの不⾜は⼦どもの五感を乏しくさせ、視⼒や運動能⼒の低下にも拍⾞をかけています。 

かつて⼦どもは外遊びで異年齢の仲間との協調、⾃らの判断・責任などが求められ、⾃主性や

⾃⼰肯定感などを育んできました。が、今そのような環境は⼤⼈が意図して整備しない限り望

むべくもありません。 

 

 

３．具体的な要望 

国は今、「こども基本法」を制定し、⼦どもの意⾒を聞くことの⼤事さを地⽅⾃治体にも求めて

います。⼦どもにとってより良い遊び場としてのプレーパークをつくるためにも、その構想段

階でぜひ、⼦どもを含む市⺠の意⾒を聴いていただくように要望します。 

また、プレーパークには複数のプレーリーダーが配置され、その⾝分が保障される予算措置が

されることも併せて要望します。 

⽇々成⻑する⼦どものために、少しでも早いプレーパークの設置をお願いします。 

 

 

 

 


